
JP 5033750 B2 2012.9.26

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　帯状の不織布及び前記不織布に対してその長手方向に沿って伸張状態で付設された伸縮
材を有し、前記伸縮材によって前記不織布が収縮された収縮領域、及び、前記収縮領域以
外の非収縮領域を有する帯状体と、
　前記帯状体の長手方向の一方の端部に付設されたメカニカルファスナーのフック材と、
　前記帯状体の長手方向の他方の端部に位置する、前記フック材と係合可能な係合部と、
を備え、
　前記帯状体は、その長手方向の中央部分で区分される腹側部分と背側部分とからなり、
　前記帯状体の長手方向の両端部の少なくとも一方には、ポケット形成用シートが付設さ
れ、前記帯状体の長手方向の中央部向きに開口部が形成されたポケットが形成されており
、
　前記腹側部分の中央部分及び前記背側部分の中央部分には、それぞれ、前記非収縮領域
が位置しており、前記非収縮領域には、吸収性本体の長手方向の両端部がそれぞれ固定さ
れ得るウエストバンド。
【請求項２】
　前記帯状体の長手方向の両端部の少なくとも一方には、前記帯状体をその長手方向に引
っ張ることが可能な紐が付設されている請求項１に記載のウエストバンド。
【請求項３】
　帯状の不織布及び前記不織布に対してその長手方向に沿って伸張状態で付設された伸縮
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材を有し、前記伸縮材によって前記不織布が収縮された収縮領域、及び、前記収縮領域以
外の非収縮領域を有する帯状体と、
　前記帯状体の長手方向の一方の端部に付設されたメカニカルファスナーのフック材と、
　前記帯状体の長手方向の他方の端部に位置する、前記フック材と係合可能な係合部と、
を備え、
　前記帯状体は、その長手方向の中央部分で区分される腹側部分と背側部分とからなり、
　前記帯状体の長手方向の両端部の少なくとも一方には、前記帯状体をその長手方向に引
っ張ることが可能な紐が付設されており、
　前記腹側部分の中央部分及び前記背側部分の中央部分には、それぞれ、前記非収縮領域
が位置しており、前記非収縮領域には、吸収性本体の長手方向の両端部がそれぞれ固定さ
れ得るウエストバンド。
【請求項４】
　前記帯状体の長手方向の中央部分には、前記中央部分を認識可能な第一の目印が付され
ている請求項１～３のいずれか一項に記載のウエストバンド。
【請求項５】
　前記非収縮領域には、前記非収縮領域を認識可能な第二の目印が付されている請求項１
～４のいずれか一項に記載のウエストバンド。
【請求項６】
　前記非収縮領域に前記吸収性本体の端部が固定された場合に、固定された前記吸収性本
体の端部を被覆可能な被覆シートを更に備える請求項１～５のいずれか一項に記載のウエ
ストバンド。
【請求項７】
　前記非収縮領域には、短手方向の一方の端部から他方の端部に向って、切り欠きまたは
スリットが形成されている請求項１～６のいずれか一項に記載のウエストバンド。
【請求項８】
　前記帯状体には、前記帯状体を破断可能な破断部が形成されている請求項１～７のいず
れか一項に記載のウエストバンド。
【請求項９】
　前記帯状体の、着用者に接する側の面には、凹部または凸部が形成されている請求項１
～８のいずれか一項に記載のウエストバンド。
【請求項１０】
　前記帯状体には、複数の貫通孔が形成されている請求項１～９のいずれか一項に記載の
ウエストバンド。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載のウエストバンドと、
　吸収体、前記吸収体の表面を被覆するように配置され、少なくとも一部が液透過性材料
からなるトップシート、及び、前記吸収体の裏面を被覆するように配置され、液不透過性
材料からなるバックシートを有する吸収性本体と、を備え、
　前記吸収性本体の長手方向の両端部が、前記ウエストバンドの前記非収縮領域にそれぞ
れ固定されている吸収性物品。
【請求項１２】
　前記吸収性本体の長手方向の少なくとも一方の端部が、前記ウエストバンドの前記非収
縮領域に着脱可能に固定されている請求項１１に記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ウエストバンド及び吸収性物品に関し、更に詳しくは、側臥位のままの体位
で容易に交換可能であり、吸収性本体を安定して固定することができるとともに、着用者
の排泄物が漏れ難い吸収性物品に用いられるウエストバンド及びこのウエストバンドを用
いた吸収性物品に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、介護用のおむつとしては、テープ型おむつおよびパンツ型おむつなどが知られて
いる。テープ型おむつとしては、例えば、前身頃、股下部及び後身頃の各部から構成され
、吸収体と、吸収体の表面を被覆するように配置され、少なくとも一部が液透過性材料か
らなるトップシートと、吸収体の裏面を被覆するように配置され、液不透過性材料からな
るバックシートと、後身頃の左右の各側縁から延出するように配置され、前身頃と後身頃
とを固定するための止着テープと、を備えるものが知られている。
【０００３】
　そして、このようなおむつは、適宜交換されるものであり、例えば、テープ型おむつの
交換手順の一例を挙げると、以下のように交換される。まず、着用者の右側を下にした姿
勢（右側臥位）にした後、新しいおむつを着用者の体の下（着用者とベッドの間）に差し
込む。次に、右仰臥位を戻した後、即ち、仰向けにさせた後、着用者の左側を下にした姿
勢（左側臥位）にして、先ほど差し込んだおむつの反対側を引っ張り出して、展開する。
次に、おむつの前身頃を着用者に宛がった後、この前身頃に、後身頃に配置された止着テ
ープを取り付けることによって前身頃と後身頃とを固定する。
【０００４】
　このような手順によって、テープ型おむつを交換することができるが、この交換作業は
、着用者や交換者の負担が大きいという問題があった。そのため、交換作業を軽減したい
というニーズがあった。なお、このようなニーズは、テープ型おむつに限らず、パンツ型
おむつにも同様にあった。
【０００５】
　そこで、上記ニーズに応えるおむつとして、吸収体本体と、着用者の腹回りに装着され
、吸収体本体を着用者の股下部に保持するためのウエストバンドと、を備えるおむつ（吸
収性物品）が提案されている（特許文献１～３参照）。この吸収性物品は、尿や便を捕集
した吸収体本体だけを、必要に応じて交換すればよく、一度着用（装着）したウエストバ
ンドは、例えば、入浴時には取り外すものの、汚れてしまったとき以外は交換せずに使用
し続けることができる。
【０００６】
【特許文献１】特許第４１１６２８５号公報
【特許文献２】特開２００５－２１１９６号公報
【特許文献３】特開２０００－５１２７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１～３に記載された吸収性物品は、体位を自由に変えることができる着用者が
使用する場合には、着用者及び交換者ともに、おむつ交換の負担が軽減されるという利点
がある。しかしながら、特許文献１，２に記載された吸収性物品は、例えば、硬縮のため
に関節の自由が利かず、体位変換が容易でない着用者が使用する場合には、未だに、おむ
つ交換における着用者及び交換者の負担が大きいという問題がある。
【０００８】
　そこで、体位変換が容易でない着用者であっても、交換に際して着用者及び交換者が負
担を感じ難いおむつ（吸収性物品）が切望されていた。具体的には、体位変換が容易でな
い着用者は、側臥位で過ごすケースが多いため、側臥位のままで交換が容易な吸収性物品
が切望されていた。
【０００９】
　上記要求に対して、特許文献３に記載された吸収性物品は、側臥位のままでも交換が容
易であるという利点がある。しかし、特許文献３に記載された吸収性物品であっても、ウ
エストバンドに吸収性本体を固定した後、吸収性本体がウエストバンドに安定して固定さ
れ難いという場合があった。また、着用者が尿や便などの排泄物を排泄した際に、排泄物
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が漏れてしまう場合があった。
【００１０】
　本発明は、このような従来技術の有する問題点に鑑みてなされたものであり、側臥位の
ままの体位で容易に交換可能であり、吸収性本体を安定して固定することができるととも
に、着用者の排泄物が漏れ難い吸収性物品に用いられるウエストバンド及びこのウエスト
バンドを用いた吸収性物品を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明によれば、以下に示すウエストバンド及び吸収性物品が提供される。
【００１２】
［１］帯状の不織布及び前記不織布に対してその長手方向に沿って伸張状態で付設された
伸縮材を有し、前記伸縮材によって前記不織布が収縮された収縮領域、及び、前記収縮領
域以外の非収縮領域を有する帯状体と、前記帯状体の長手方向の一方の端部に付設された
メカニカルファスナーのフック材と、前記帯状体の長手方向の他方の端部に位置する、前
記フック材と係合可能な係合部と、を備え、前記帯状体は、その長手方向の中央部分で区
分される腹側部分と背側部分とからなり、前記帯状体の長手方向の両端部の少なくとも一
方には、ポケット形成用シートが付設され、前記帯状体の長手方向の中央部向きに開口部
が形成されたポケットが形成されており、前記腹側部分の中央部分及び前記背側部分の中
央部分には、それぞれ、前記非収縮領域が位置しており、前記非収縮領域には、吸収性本
体の長手方向の両端部がそれぞれ固定され得るウエストバンド。
【００１３】
［２］前記帯状体の長手方向の両端部の少なくとも一方には、前記帯状体をその長手方向
に引っ張ることが可能な紐が付設されている前記［１］に記載のウエストバンド。
【００１４】
［３］帯状の不織布及び前記不織布に対してその長手方向に沿って伸張状態で付設された
伸縮材を有し、前記伸縮材によって前記不織布が収縮された収縮領域、及び、前記収縮領
域以外の非収縮領域を有する帯状体と、前記帯状体の長手方向の一方の端部に付設された
メカニカルファスナーのフック材と、前記帯状体の長手方向の他方の端部に位置する、前
記フック材と係合可能な係合部と、を備え、前記帯状体は、その長手方向の中央部分で区
分される腹側部分と背側部分とからなり、前記帯状体の長手方向の両端部の少なくとも一
方には、前記帯状体をその長手方向に引っ張ることが可能な紐が付設されており、前記腹
側部分の中央部分及び前記背側部分の中央部分には、それぞれ、前記非収縮領域が位置し
ており、前記非収縮領域には、吸収性本体の長手方向の両端部がそれぞれ固定され得るウ
エストバンド。
【００１５】
［４］前記帯状体の長手方向の中央部分には、前記中央部分を認識可能な第一の目印が付
されている前記［１］～［３］のいずれかに記載のウエストバンド。
【００１６】
［５］前記非収縮領域には、前記非収縮領域を認識可能な第二の目印が付されている前記
［１］～［４］のいずれかに記載のウエストバンド。
【００１７】
［６］前記非収縮領域に前記吸収性本体の端部が固定された場合に、固定された前記吸収
性本体の端部を被覆可能な被覆シートを更に備える前記［１］～［５］のいずれかに記載
のウエストバンド。
【００１８】
［７］前記非収縮領域には、短手方向の一方の端部から他方の端部に向って、切り欠きま
たはスリットが形成されている前記［１］～［６］のいずれかに記載のウエストバンド。
【００１９】
［８］前記帯状体には、前記帯状体を破断可能な破断部が形成されている前記［１］～［
７］のいずれかに記載のウエストバンド。
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【００２０】
［９］前記帯状体の、着用者に接する側の面には、凹部または凸部が形成されている前記
［１］～［８］のいずれかに記載のウエストバンド。
【００２１】
［１０］前記帯状体には、複数の貫通孔が形成されている前記［１］～［９］のいずれか
に記載のウエストバンド。
【００２２】
［１１］前記［１］～［１０］のいずれかに記載のウエストバンドと、吸収体、前記吸収
体の表面を被覆するように配置され、少なくとも一部が液透過性材料からなるトップシー
ト、及び、前記吸収体の裏面を被覆するように配置され、液不透過性材料からなるバック
シートを有する吸収性本体と、を備え、前記吸収性本体の長手方向の両端部が、前記ウエ
ストバンドの前記非収縮領域にそれぞれ固定されている吸収性物品。
【００２３】
［１２］前記吸収性本体の長手方向の少なくとも一方の端部が、前記ウエストバンドの前
記非収縮領域に着脱可能に固定されている前記［１１］に記載の吸収性物品。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明（第一の発明及び第二の発明）のウエストバンドは、側臥位のままの体位で容易
に交換可能であり、吸収性本体を安定して固定することができるとともに、着用者の排泄
物が漏れ難い吸収性物品に用いられるものであるという効果を奏するものである。
【００２５】
　本発明の吸収性物品は、側臥位のままの体位で容易に交換可能であり、吸収性本体が安
定して固定されるとともに、着用者の排泄物が漏れ難いという効果を奏するものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について説明するが、本発明は以下の実施の
形態に限定されるものではない。即ち、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、当業者の通常
の知識に基づいて、以下の実施の形態に対し適宜変更、改良等が加えられたものも本発明
の範囲に属することが理解されるべきである。
【００２７】
［１］ウエストバンド：
　図１は、ウエストバンドの一の実施形態を示す平面図であり、着用者に接する面側から
ウエストバンド１０ａを見た平面図である。図１に示すウエストバンド１０ａは、帯状の
不織布１１及び不織布１１に対してその長手方向に沿って伸張状態で付設された伸縮材１
２を有し、伸縮材１２によって不織布１１が収縮された収縮領域１４、及び、収縮領域１
４以外の非収縮領域１５を有する帯状体１７と、帯状体１７の長手方向の一方の端部に付
設されたメカニカルファスナーのフック材２０と、帯状体１７の長手方向の他方の端部に
位置する、フック材２０と係合可能な係合部２１と、を備えている。そして、帯状体１７
は、その長手方向の中央部分で区分される腹側部分２４と背側部分２５とからなり、腹側
部分２４の中央部分及び背側部分２５の中央部分には、それぞれ、非収縮領域１５が位置
している。そして、非収縮領域１５には、吸収性本体の長手方向の両端部がそれぞれ固定
され得るものである。なお、図１～図１２において、共通の構成要素には同一の符号を付
してある。
【００２８】
　このようなウエストバンドは、吸収性物品のウエストバンドとして用いると、側臥位の
ままの体位で容易に交換可能であり、吸収性本体を安定して固定することができるととも
に、着用者の排泄物が漏れ難い吸収性物品を得ることができる。即ち、上記ウエストバン
ドは、腹側部分の中央部分及び背側部分の中央部分に、それぞれ、吸収性本体が固定され
る非収縮領域を配置しているため、その長手方向の中央部分を着用者の一方の腸骨側部に
あてた後、着用者の他方の腸骨側部で、両端部を係合させるようにして着用することがで
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きる。従って、側臥位のままでも容易に交換できるものである。また、吸収性本体の長手
方向の両端部を固定させる部分が、収縮していないため、即ち、非収縮領域には短手方向
に延びるしわが形成されていないため、このしわに沿って着用者の排泄物が漏れてしまう
ことを防止することができる。更に、非収縮領域には、上記しわが形成されていないため
、吸収性本体を安定して固定することができる。
【００２９】
［１－１］帯状体：
　本発明のウエストバンドに備えられる帯状体は、帯状の不織布及びこの不織布に対して
その長手方向に沿って伸張状態で付設された伸縮材を有し、伸縮材によって不織布が収縮
された収縮領域、及び、収縮領域以外の非収縮領域を有するものである。また、帯状体は
、その長手方向の中央部分で区分される腹側部分と背側部分とからなり、腹側部分の中央
部分及び背側部分の中央部分には、それぞれ、非収縮領域が位置している。
【００３０】
［１－１－１］不織布：
　帯状体の不織布としては、例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル等の
熱可塑性樹脂からなる乾式不織布、湿式不織布などを用いることができる。具体的には、
スパンボンド、ＳＭＳ、エアースルー不織布等を挙げることができる。これらの中でも、
スパンボンドは強度が高いため好適に用いることができる。また、エアースルー不織布は
手触り感に優れていることから、帯状体の表面の素材として用いることが好ましい。
【００３１】
　帯状の不織布の短手方向の幅は、着用者の体型などによって適宜設定することが可能で
あるが、例えば、３０～１５０ｍｍであることが好ましく、５０～１００ｍｍであること
が更に好ましい。
【００３２】
［１－１－２］伸縮材：
　伸縮材は、不織布に対して、その長手方向に沿って伸張状態で付設されるものである。
この伸縮材を配置することによって、着用時のウエスト周りに隙間が形成され難くなり、
ウエスト周りからの尿漏れを防止することができる。また、おむつのフィット性が良好と
なり、おむつのずり下がりを防止することができる。
【００３３】
　伸縮材は、従来の使い捨ておむつで使用されてきたものと同様の伸縮材を好適に用いる
ことができる。具体的には、天然ゴムからなる平ゴムや合成ゴム（ウレタンゴム等）の弾
性糸からなる糸ゴム、伸縮性ネット、伸縮性フィルム、伸縮性フォーム（ウレタンフォー
ム等）等を挙げることができる。
【００３４】
　伸縮材は、例えば、天然ゴムからなる平ゴムや合成ゴムの弾性糸からなる糸ゴムである
場合、１２０～４００％の伸張率で付設することが好ましく、２００～３００％の伸張率
で付設することが更に好ましい。このような範囲の伸張率で付設することによって、着用
者に対して過度の締め付け力を作用させることなく、十分な伸縮力を作用させることが可
能となる。
【００３５】
　伸縮材の付設方法としては、例えば、ホットメルト接着剤、その他の流動性の高い接着
剤、ヒートシールなどの熱や超音波等による溶着による方法を挙げることができる。
【００３６】
　帯状体は、伸縮材によって不織布が収縮された収縮領域、及び、収縮領域以外の非収縮
領域を有するものであり、この非収縮領域は、不織布が収縮していない領域である。従っ
て、非収縮領域は、図１に示すウエストバンド１０ａのように、伸縮材１２を付設してい
ない領域であってもよいし、図２に示すウエストバンド１０ｂの非収縮領域１５のように
、不織布の長手方向の一方の端部から他方の端部まで伸縮材１２を付設した後、所定の位
置に付設されている伸縮材１２を切断ロールなどによって切断して、伸縮材１２の収縮力
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が不織布に及ばないようにした領域であってもよい。
【００３７】
［１－２］フック材：
　本発明のウエストバンドに備えられるフック材は、帯状体の長手方向の一方の端部に付
設されるものであり、メカニカルファスナー（面状ファスナーとも称される）の凸部材の
ことである。そして、このフック材は、凹部材であるループ材との機械的結合により固定
を行うことができるものである。フック材としては、例えば、表面に多数の突起（鉤状、
きのこ状、錨状等）が形成されたものが用いられる。
【００３８】
　このようなフック材は、基材の表面に付設されるものであり、フック材の材料としては
、例えば、ポリオレフィン（ポリエチレン、ポリプロピレン等）、ポリエステル、脂肪族
ポリアミド（ナイロン（登録商標））、その他の熱可塑性樹脂を用いることができる。特
に、ポリエチレンやポリプロピレンを好適に用いることができる。
【００３９】
［１－３］係合部：
　本発明のウエストバンドに備えられる係合部は、帯状体の長手方向の他方の端部に位置
する、フック材と係合可能なものである。この係合部は、例えば、ループ材からなるフロ
ントパッチ等を用いることができる。また、上述したフック材は、ループ材以外にも、織
布、不織布、フェルト、パイル等の繊維状の表面を有する素材にも係合可能であるため、
係合部として、これらの素材からなるシート材を用いてもよい。
【００４０】
　フック材及び係合部の大きさや形状については特に制限はないが、例えば、図１に示す
ウエストバンド１０ａのフック材２０及び係合部２１のように、帯状体１７の短手方向の
長さと同じ長さを有する矩形状のものであることが好ましい。
【００４１】
　本発明のウエストバンドは、帯状体の長手方向の中央部分に、この中央部分を認識可能
な第一の目印が付されていることが好ましい。このような第一の目印によって、ウエスト
バンドの位置決めが容易になるという利点がある。即ち、側臥位のままの着用者に、ウエ
ストバンドを着用させるためには、まず、ウエストバンドの長手方向の中央部分を着用者
の一方の腸骨側部に配置する。このとき、ウエストバンドの長手方向の中央部分が着用者
の一方の腸骨側部に位置しているか否かが分かり難い場合がある。そのため、第一の目印
を付すことによって、上記分かり難さを解消することができる。
【００４２】
　第一の目印としては、交換者の目印になれば特に制限はないが、具体的には、ライン、
ポイント、文字、記号等の形状のものを用いることができる。また、第一の目印は、印刷
や色つきホットメルト塗工によって形成してもよいし、帯状体をエンボス加工して形成し
てもよいし、上記形状のものを貼り付けてもよい。ラインとしては、具体的には、略コの
字状、略Ｖ字状、直線状などを挙げることができる。ポイントとしては、具体的には、半
円形、円形、楕円形、三角形、四角形、多角形などを挙げることができる。ここで、ポイ
ントとは、一様に形成されたものや、ドットのような小さな点が集合して形成されたもの
を含む。図１に示すウエストバンド１０ａは、帯状体１７の長手方向の中間に、帯状体１
７の短手方向に平行に、直線状の第一の目印３０が印刷によって形成されている例である
。図９に示すウエストバンド１０ｆは、帯状体１７の長手方向の中間に、帯状体１７の短
手方向に平行に、四角形の第一の目印３０が印刷によって形成されている例である。
【００４３】
　本発明のウエストバンドは、非収縮領域に、この非収縮領域を認識可能な第二の目印が
付されていることが好ましい。このような第二の目印によって、吸収性本体を固定する位
置が容易に確認できるという利点がある。
【００４４】
　第二の目印としては、第一の目印と同様に、交換者の目印になれば特に制限はないが、
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具体的には、ライン、ポイント、文字、記号等の形状のものを用いることができる。また
、第二の目印は、印刷や色つきホットメルト塗工によって形成してもよいし、本発明の効
果を奏する限りにおいて、帯状体をエンボス加工して形成してもよいし、上記形状のもの
を貼り付けてもよい。ラインやポイントは、上述した第一の目印で例示したものと同様の
ものを挙げることができる。図１に示すウエストバンド１０ａは、非収縮領域１５の外周
縁に沿って、全体として略コの字状の第二の目印３１が印刷によって形成されている例で
ある。また、図９に示すウエストバンド１０ｆは、非収縮領域１５に半円形状の第二の目
印３１が印刷によって形成されている例である。
【００４５】
　本発明のウエストバンドは、非収縮領域に吸収性本体の端部が固定された場合に、固定
された吸収性本体の端部を被覆可能な被覆シートを更に備えることが好ましい。このよう
な被覆シートを備えると、例えば、着用者の着衣側の面に吸収性本体を固定した場合に、
吸収性本体が何かに引っかかり、外れてしまうことを防止することができる。また、吸収
性本体の長手方向の端部からしみ出した尿や便などの排泄物を覆うことができる。即ち、
尿や便などの排泄物が吸収性本体内に排泄されたとき、通常は吸収体が排泄物を吸収する
が、排泄物が、吸収性本体の長手方向の端部に入り込んだ場合に、端部からしみ出すおそ
れがある。このような場合であっても、被覆シートを備えることによって排泄物が外部に
漏れ出てしまうことを防止することができる。
【００４６】
　被覆シートとしては、例えば、不織布、フィルム、紙、および、これらの複合シートな
どを用いることができる。これらの中でも、疎水性不織布、疎水性不織布とフィルムの貼
りあわせ品（複合シート）が好ましい。例えば、図３は、吸収性本体の端部を被覆可能な
被覆シート３５を更に備えたウエストバンド１０ｃを示す例であり、着用者の着衣側の面
から見た平面図である。
【００４７】
　なお、被覆シートは、帯状体を形成する不織布の一部を折り返して形成したものであっ
てもよいし、帯状体とは異なるシートを帯状体に固定したものであってもよい。
【００４８】
　被覆シートを更に備える場合、被覆シートと帯状体の間には、被覆シートを帯状体に固
定するための固定手段が配置されることが好ましい。固定手段としては、例えば、粘着材
、面ファスナーなどが挙げられる。粘着材を用いる場合、粘着材は、吸収性本体側に配置
させることが好ましい。そして、非接着側に位置する被覆シートには、粘着材を接着する
ことに適した平らな素材、例えば、平らなフィルムを配置することが好ましい。また、面
ファスナーを用いる場合、面ファスナーのフック材を吸収性本体側に配置させ、面ファス
ナーの係合部を帯状体側に配置させることが好ましい。この逆を選択した場合、即ち、フ
ック材を帯状体側に配置させ、係合部を吸収性本体側に配置させた場合、帯状体から吸収
性本体を外したときに、帯状体に配置したフック材が着用者に当たり、不快感を与えるお
それがあるためである。
【００４９】
　図３は、面ファスナーの係合部２７を、帯状体１７側、即ち、被覆シート３５の着用者
側の面に配置させたウエストバンド１０ｃを示す例である。
【００５０】
　本発明のウエストバンドは、非収縮領域に、短手方向の一方の端部から他方の端部に向
って、切り欠きまたはスリットが形成されていることが好ましい。吸収性本体に、その長
手方向に平行なしわが生じると、漏れなどの原因になるため、上記しわの発生を防止する
ことが好ましい。そして、上記しわの発生を防止するためには、吸収性本体を常に短手方
向に引っ張ることが好ましく、切り欠きまたはスリットを形成することによって、非収縮
領域を帯状体の長手方向に広げること（拡幅）が可能になる。このように、非収縮領域に
固定した吸収性本体に、更にしわが形成され難くなるという利点がある。
【００５１】
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　切り欠きの形状は、特に制限はなく、例えば、略Ｖ字状、Ｖ字状、Ｕ字状、コの字状な
どを挙げることができる。また、スリットの形状は、直線、波型などを挙げることができ
る。
【００５２】
　切り欠きまたはスリットの、帯状体の短手方向の長さは、特に制限はないが、長い方が
吸収性本体に生じるしわを効果的に防止することができる。具体的には、切り欠きまたは
スリットの、帯状体の短手方向の長さ（Ｌ２）の割合は、帯状体の短手方向の長さ（Ｌ１
）に対して、５～５０％であることが好ましく、２０～４０％であることが更に好ましい
。上記割合が５％未満であると、拡幅効果を得られなくなるおそれがある。一方、５０％
超であると、帯状体の強度が不足して破断するおそれがある。
【００５３】
　例えば、図１に示すウエストバンド１０ａは、非収縮領域１５に、短手方向の一方の端
部から他方の端部に向って、略Ｖ字状の切り欠きが形成されており、この切り欠きの帯状
体１７の短手方向の長さＬ２は３０ｍｍであり、帯状体１７の短手方向の長さＬ１は１２
０ｍｍであり、Ｌ２／Ｌ１＝２５％の例である。また、図６に示すウエストバンド１０ｅ
は、非収縮領域１５に、短手方向の一方の端部から他方の端部に向って、直線状のスリッ
ト３８が形成されている例である。
【００５４】
　本発明のウエストバンドの帯状体には、この帯状体を破断可能な破断部が形成されてい
ることが好ましい。このように破断部を形成すると、この破断部を破断することによって
ウエストバンドを容易に脱がすことが可能であるため、ウエストバンドの交換に手間がか
からないという利点がある。
【００５５】
　破断部としては、例えば、ミシン目、接合部分などを挙げることができる。ここで、接
合部分とは、帯状体を２つの帯状片から形成し、この帯状片を、ヒートシールや超音波シ
ールなどで溶融させて接合した部分をいう。接合部分は、従来のパンツ型おむつの前身頃
と後身頃を接合するための方法と同様の方法によって形成することができる。
【００５６】
　例えば、図１に示すウエストバンド１０ａは、帯状体を破断可能な破断部として接合部
分４２が形成されている例である。
【００５７】
　本発明のウエストバンドは、帯状体の、着用者に接する側の面に、凹部または凸部が形
成されていることが好ましい。このような凹部または凸部が形成されていると、着用者の
肌とウエストバンドの接触面積が少なくなるため、長時間着用した場合であっても、あせ
もなどのスキントラブルを防止することができるという利点がある。
【００５８】
　凹部の形状は、例えば、円形、楕円形、三角形、四角形、多角形などであってもよいし
、溝であってもよい。また、凹部は、帯状体にエンボス加工を行うことによって形成する
ことができる。また、凹部が形成された帯状体は、貫通孔を有していないシートに、貫通
孔を有しているシートを重ねることによって得ることができる。
【００５９】
　凹部及び凸部は、帯状体の、着用者に接する側の面であれば、形成する位置は特に制限
はないが、着用者が側臥位である場合を想定して、着用者の脇に対応する部分、即ち、帯
状体の長手方向の中央付近に形成することが好ましい。このように凹部または凸部を形成
すると、スキントラブルを効果的に防止することができるという利点がある。
【００６０】
　図１に示すウエストバンド１０ａは、帯状体１７の、着用者に接する側の面であって、
背側部分２４に、円形の凹部４３が多数形成されている例である。また、図２に示すウエ
ストバンド１０ｂは、帯状体１７の、着用者に接する側の面であって、帯状体１７の長手
方向の中央付近及び両端部付近に、円形の凹部４３が多数形成されている例である。



(10) JP 5033750 B2 2012.9.26

10

20

30

40

50

【００６１】
　凸部の形状は、例えば、半球状、円柱状、立方体状、多角柱状などを挙げることができ
る。また、例えば、四角柱などの柱状体を配置して凸部を形状する場合、長手方向の中心
軸が帯状体の面に平行に配置されていてもよいし、垂直に配置されていてもよい。
【００６２】
　本発明のウエストバンドの帯状体には、複数の貫通孔が形成されていることが好ましい
。複数の貫通孔を形成することによって、ウエストバンドの通気性を向上させることがで
きるという利点がある。即ち、長時間着用した場合であっても、ムレ難く、あせもなどの
スキントラブルを防止することができる。
【００６３】
　貫通孔を形成する位置は、特に制限はないが、着用者が側臥位である場合を想定して、
着用者の脇に対応する部分、即ち、帯状体の長手方向の中央付近に形成することが好まし
い。このように貫通孔を形成すると、ウエストバンドの通気性を効果的に向上させること
ができるという利点がある。
【００６４】
　貫通孔の形状は、例えば、円形、楕円形、三角形、四角形、多角形などを挙げることが
できる。
【００６５】
　例えば、図１に示すウエストバンド１０ａは、帯状体１７の腹側部分２４に複数の円形
の貫通孔４４が形成されている例である。また、図２に示すウエストバンド１０ｂは、帯
状体１７の長手方向の中央付近及び両端部付近に複数の円形の貫通孔４４が形成されてい
る例である。
【００６６】
　本発明（第一の発明）のウエストバンドは、帯状体の長手方向の両端部の少なくとも一
方に、ポケット形成用シートが付設され、帯状体の長手方向の中央部向きに開口部が形成
されたポケットが形成されている。このように帯状体にポケットを形成すると、ウエスト
バンドの交換が更に容易になるという利点がある。即ち、側臥位のままの着用者に、ウエ
ストバンドを着用させるためには、まず、ウエストバンドの長手方向の一方の端部を着用
者とベッドの隙間を通す必要がある。このとき、上記隙間を容易に通すために、挿入板な
どの器具を用いることがある。そこで、上記ポケットが形成されていると、上記器具の一
端部をポケットに挿入した後、上記器具を用いて上記隙間にウエストバンドの上記一方の
端部を通すことが容易になるという利点がある。本発明（第一の発明）のウエストバンド
は、帯状体の長手方向の両端部の少なくとも一方に、帯状体をその長手方向に引っ張るこ
とが可能な紐が付設されていることが好ましい。このように紐を付設すると、ウエストバ
ンドの交換が更に容易になるという利点がある。即ち、側臥位のままの着用者に、ウエス
トバンドを着用させるためには、まず、ウエストバンドの長手方向の一方の端部を着用者
とベッドの隙間を通す必要がある。そこで、上記隙間に上記紐を通した後、通した紐を引
っ張ることによって、ウエストバンドの上記一方の端部を通すことが容易になるという利
点がある。
【００６７】
　ポケット形成用シートは、帯状体の不織布と同様のものを用いてもよいし、異なるもの
を用いてもよい。異なるものを用いる場合、シート状の形態で、衛生材料に通常使用され
る不織布、フィルム、紙などを用いることができる。
【００６８】
　ポケット形成用シートは、例えば、接着剤、ヒートシール、超音波シール、縫合などの
方法によって帯状体に付設することができる。
【００６９】
　例えば、図４に示すウエストバンド１０ｄは、帯状体１７の係合部２１が付設されてい
る側の端部に、ポケット形成用シート４６が付設されて、帯状体１７の長手方向の中央部
向きに開口部４８が形成されたポケットが形成されている例である。図５は、図４に示す
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ウエストバンド１０ｄのＡ－Ａ’断面を示す断面図であり、帯状体１７とポケット形成用
シート４６には隙間が形成されており、ポケットが形成されていることを示している。
【００７０】
　本発明（第二の発明）のウエストバンドは、帯状体の長手方向の両端部の少なくとも一
方に、帯状体をその長手方向に引っ張ることが可能な紐が付設されている。このように紐
を付設すると、ウエストバンドの交換が更に容易になるという利点がある。即ち、側臥位
のままの着用者に、ウエストバンドを着用させるためには、まず、ウエストバンドの長手
方向の一方の端部を着用者とベッドの隙間を通す必要がある。そこで、上記隙間に上記紐
を通した後、通した紐を引っ張ることによって、ウエストバンドの上記一方の端部を通す
ことが容易になるという利点がある。
【００７１】
　紐は、帯状体をその長手方向に引っ張ることが可能なものである限り特に制限はなく、
例えば、組み紐、撚糸、リボンなどを用いることができる。
【００７２】
　紐は、例えば、接着剤、ヒートシール、超音波シール、縫合などの方法によって帯状体
に付設することができる。
【００７３】
　例えば、図６に示すウエストバンド１０ｅは、帯状体１７の係合部２１が付設されてい
る側の端部に、帯状体１７をその長手方向に引っ張ることが可能な紐４７が付設されてい
る例である。図７は、図６に示すウエストバンド１０ｅのＢ－Ｂ’断面を示す断面図であ
り、帯状体１７の表面に紐４７が付設されていることを示している。
【００７４】
　本発明のウエストバンドは、帯状体の非収縮領域に吸収性本体を固定可能な固定部が付
設されていることが好ましい。固定部としては、例えば、既に上述した固定手段と同様の
ものを挙げることができる。例えば、図９に示すウエストバンド１０ｆは、帯状体１７の
非収縮領域１５の着衣側の面に、面ファスナーの係合部６０を２つ付設した例である。
【００７５】
［２］吸収性物品：
　本発明の吸収性物品の一実施形態は、本発明のウエストバンドと、吸収体、この吸収体
の表面を被覆するように配置され、少なくとも一部が液透過性材料からなるトップシート
、及び、吸収体の裏面を被覆するように配置され、液不透過性材料からなるバックシート
を有する吸収性本体と、を備えており、吸収性本体の長手方向の両端部が、ウエストバン
ドの非収縮領域にそれぞれ固定されているものである。このような吸収性物品は、側臥位
のままの体位で容易に交換可能であり、吸収性本体が安定して固定されるとともに、着用
者の排泄物が漏れ難いものである。
【００７６】
　また、本発明の吸収性物品は、吸収性本体の長手方向の少なくとも一方の端部が、本発
明のウエストバンドの非収縮領域に着脱可能に固定されていることが好ましい。このよう
に吸収性本体がウエストバンドに対して着脱可能に固定されるものであると、吸収性本体
のみを交換することが可能であるため、吸収性物品を交換する場合に比べて、交換に手間
がかからないという利点がある。
【００７７】
　図９は、本発明の吸収性物品の一実施形態を示しており、図９に示す吸収性物品１００
は、図３に示すウエストバンド１０ｃと、吸収体５０、この吸収体５０の表面を被覆する
ように配置され、一部が液透過性材料からなるトップシート５１、及び、吸収体５０の裏
面を被覆するように配置され、液不透過性材料からなるバックシート５２を有する吸収性
本体５５と、を備えている。そして、吸収性本体５５の両端部におけるバックシート５２
側の面には、吸収性本体用フック材２６が付設されている。ウエストバンド１０ｃの帯状
体１７は不織布からなるため、吸収性本体用フック材２６が帯状体１７と係合可能である
。従って、吸収性本体５５は、その長手方向の両端部が、ウエストバンド１０ｃの非収縮
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領域に着脱可能に固定される。なお、吸収性本体用フック材２６は、帯状体１７に付設さ
れるフック材２０と同様のものを好適に用いることができる。
【００７８】
　図１０は、図９に示す吸収性物品１００の使用（着用）状態を示す正面図である。即ち
、ウエストバンド１０ｃのフック材２０と係合部２１とを係合させた後、吸収性本体５５
の長手方向の他方の端部を非収縮領域１５に固定させた状態を示している。本発明の吸収
性物品は、図１０に示すように、ウエストバンド１０ｃのフック材２０と係合部２１とが
着用者の一方の腸骨側部側で係合するため、側臥位のままの体位で容易に交換できる。
【００７９】
　また、図１０に示すウエストバンド１０ｃには、帯状体１７とは別体の被覆シート３５
が付設されており、この被覆シート３５によって、非収縮領域に吸収性本体５５の端部を
固定した後、固定した吸収性本体５５の端部を被覆することができる。このように吸収性
本体の端部を被覆すると、吸収性本体が何かに引っかかり、外れてしまうことを防止する
ことができる。また、吸収性本体の長手方向の端部からしみ出した尿や便などの排泄物を
覆うことができる。図１１は、図１０に示すウエストバンド１０ｃのＣ－Ｃ’断面を示す
断面図であり、図１１に示すように、被覆シート３５の帯状体１７側の面には被覆シート
用フック材２７が付設されている。この被覆シート用フック材２７によって被覆シート３
５を吸収性本体５５に固定すると、被覆シート３５がめくれ、その機能を果たさなくなっ
てしまうことを防止することができる。
【００８０】
　図１２は、本発明の吸収性物品の別の実施形態を示しており、図１２に示す吸収性物品
１０１は、図８に示すウエストバンド１０ｆと、吸収体、この吸収体の表面を被覆するよ
うに配置され、一部が液透過性材料からなるトップシート、及び、吸収体の裏面を被覆す
るように配置され、液不透過性材料からなるバックシートを有する吸収性本体１５５と、
を備えている。
【００８１】
　そして、吸収性本体１５５の両端部には、吸収性本体１５５の短手方向に延出するよう
にフックテープ６３がそれぞれ２つずつ（合計４つ）付設されている。フックテープ６３
の一方の面には、ウエストバンド１０ｆの帯状体１７に付設された係合部６０と係合可能
な吸収性本体用フック材２６が付設されている。この吸収性本体用フック材２６と係合部
６０が係合することによって、吸収性本体１５５は、その長手方向の両端部が、ウエスト
バンド１０ｆの非収縮領域に着脱可能に固定される。また、吸収性本体１５５の両端部に
は、第三の目印が形成されている。第三の目印を形成することによって、吸収性本体１５
５の両端部の位置合わせが容易になるという利点がある。第三の目印としては、既に上述
した第一の目印と同様の形状のものを同様の方法で形成することができる。
【００８２】
［２－１］吸収体：
　吸収体は、着用者の尿を吸収し、保持するための部材である。吸収体は、着用者の尿や
体液を吸収し保持する必要から、吸収性材料によって構成される。
【００８３】
　吸収体を構成する吸収性材料としては、使い捨ておむつ、その他の吸収性物品に通常使
用される従来公知の吸収性材料、例えば、フラッフパルプ、高吸水性ポリマー（Ｓｕｐｅ
ｒ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ｐｏｌｙｍｅｒ；以下、「ＳＡＰ」と記す）、親水性シート等
を挙げることができる。フラッフパルプとしては木材パルプや非木材パルプを綿状に解繊
したものを、ＳＡＰとしてはポリアクリル酸ナトリウムを、親水性シートとしてはティシ
ュ、吸収紙、親水化処理を行った不織布を用いることが好ましい。
【００８４】
　これらの吸収性材料は、通常、単層ないしは複層のマット状として用いられる。この際
、前記の吸収性材料のうち１種を単独で用いてもよいし、２種以上を併用してもよい。中
でも、フラッフパルプ１００質量部に対して、１０～５００質量部程度のＳＡＰを併用し



(13) JP 5033750 B2 2012.9.26

10

20

30

40

50

たものが好ましい。この際、ＳＡＰはフラッフパルプの各マット中に均一に混合されてい
てもよいし、複層のフラッフパルプの層間に層状に配置されていてもよい。
【００８５】
　吸収体は、トップシートとバックシートの間の少なくとも一部に介装されることが好ま
しい。通常、吸収体は、トップシートとバックシートの間に挟み込まれ、その周縁部が封
着されることによって、トップシートとバックシートとの間に介装される。従って、吸収
体の周縁部にはトップシートとバックシートの間に吸収体が介装されていないフラップ部
が形成されることになる。吸収体は、トップシートとバックシートの間の少なくとも一部
に介装される。より具体的には、吸収体は、少なくとも吸収性本体の長手方向の中央部分
（股下部分）に介装されるものである。なお、吸収体は、吸収性本体の長手方向の両端部
に亘って配置されていてもよい。
【００８６】
　吸収体は、その全体が親水性シートによって包み込まれていることが好ましい。このよ
うな構成は、吸収体からＳＡＰが漏洩することを防止し、吸収体に形状安定性を付与する
ことができるという利点がある。
【００８７】
　吸収体の形状については特に制限はないが、従来の使い捨ておむつ、その他の吸収性物
品において使用される形状、例えば、矩形状、砂時計型、ひょうたん型、Ｔ字型等を挙げ
ることができる。図９に示す吸収性物品１００は、吸収体５０として、砂時計型の吸収体
を用いた例である。
【００８８】
　なお、吸収体には、その表面側に（例えば、吸収体とトップシートとの間に）、尿や体
液等の液体を拡散させるためのシート（セカンドシート）を付帯的に配置してもよい。こ
のセカンドシートを付設すると、着用者の姿勢等に起因して、トップシート裏面側の空間
が十分に形成されないような場合でも、尿や体液等の吸収速度が低下し難く、吸収速度の
低下による尿や体液等の漏れを防止することが可能となる。
【００８９】
　セカンドシートを構成する材料としては、親水性で液透過性の材料、例えば、織布、不
織布、多孔性プラスチック、フラッフパルプ等を挙げることができる。これらの構成素材
としては、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエステル、レーヨン、パルプ、或いはこ
れらの複合繊維等を挙げることができる。パルプとしては、カーリーセルロースファイバ
ー等のけん縮繊維を好適に用いることができる。
【００９０】
［２－２］トップシート：
　トップシートは、吸収体の表面（着用時における着用者側の面）を被覆するように配置
されるシートである。トップシートは、吸収体に着用者の尿を吸収させる必要から、その
少なくとも一部（全部ないし一部）が液透過性材料により構成される。通常、少なくとも
吸収体の表面近傍については、着用者の尿や体液を透過させ得る液透過性の材料によって
構成される。少なくとも一部が液透過性材料により構成されている限り、必ずしもトップ
シート全体が液透過性材料で構成されている必要はない。
【００９１】
　トップシートを構成する液透過性材料としては、例えば、織布、不織布、多孔性フィル
ム等を挙げることができる。これらの中でも、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエス
テル、ナイロン等の熱可塑性樹脂からなる不織布に親水化処理を施したものを用いること
が好ましい。不織布の種類についても特に制限はなく、エアースルー（カード熱風）、カ
ードエンボス、スパンボンド等の各種製法によって製造された従来公知の不織布を好適に
用いることができる。
【００９２】
［２－３］バックシート：
　バックシートは、吸収体の裏面（着用時における着用者の着衣側の面）を被覆するよう
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に配置されるシートである。バックシートは、着用者の尿がおむつ外部に漏洩してしまう
ことを防止するため、液不透過性材料によって構成される。
【００９３】
　その配置方法については特に制限はないが、例えば、図９に示す吸収性物品１００のよ
うに、トップシートと一致するように、バックシート５２を配置する構成を採用すること
ができる。但し、必ずしもこのような構成を採用する必要はなく、吸収体で吸収された尿
の漏れを防止するという観点から、少なくとも吸収体の存在する部分に液不透過性材料か
らなるバックシートを配置してもよい。
【００９４】
　バックシートを構成する液不透過性材料としては、例えば、ポリエチレン等の樹脂から
なる液不透過性フィルム等を挙げることができる。これらの中でも、微多孔性ポリエチレ
ンフィルムを用いることが好ましい。この微多孔性ポリエチレンフィルムは、０．１～数
μｍの微細な孔が多数形成されており、液不透過性ではあるが透湿性を有するため、吸収
性物品内部の蒸れを防止することができるという利点がある。
【００９５】
［２－４］立体ギャザー：
　本発明の吸収性物品の吸収性本体は、着用者の排泄した尿の横漏れを防止するため、立
体ギャザーを備えていてもよい。立体ギャザーは、着用者の排泄した尿の横漏れを防止す
るための部材であり、立体的に起立可能なように構成された防漏壁である。このような立
体ギャザーを形成することにより、立体ギャザーが防波堤となり、吸収性物品の脚周り開
口部等からの漏れ（いわゆる「横漏れ」）を有効に防止することができる。
【００９６】
　立体ギャザーの構成は、従来の使い捨ておむつ、その他の吸収性物品に使用される構成
を採用することができる。例えば、撥水性のシート材の一部に立体ギャザー用の伸縮材を
配置し、その立体ギャザー伸縮材によってシート材にギャザー（襞）を形成したもの等を
好適に用いることができる。
【００９７】
　なお、立体ギャザーは、トップシートやバックシートとは全く別個のシート材により形
成してもよいが、トップシート等を折り返すことにより形成してもよい。
【００９８】
　この立体ギャザーは、股下部からの漏れを防止するため、少なくとも吸収性本体の長手
方向の中央部分（股下部分）に形成されていればよいが、吸収性本体の長手方向の両端部
に亘って形成されていてもよい。例えば、図９に示す吸収性物品１００は、長手方向に沿
って、長手方向の一方の端部から他方の端部まで連続的に、一対の立体ギャザー５７が形
成されており、立体ギャザー５７の先端部に立体ギャザー伸縮材５８が設けられている例
である。なお、立体ギャザーは、少なくとも一対形成する必要があるが、二対以上形成し
てもよい。
【００９９】
　立体ギャザーは、吸収性物品の内側に向かって傾倒する内倒しギャザーであってもよい
し、吸収性物品の外側に向かって傾倒する外倒しギャザーであってもよい。また、高さ方
向の一部に、曲げ部や折り返し部を形成した立体ギャザー（いわゆる、Ｃ折りギャザーや
Ｚ折りギャザー等）とすることもできる。
【０１００】
［２－５］脚周り伸縮材：
　本発明の吸収性物品の吸収性本体は、脚周りに相当する部位に、脚周り用の伸縮材を配
置することが好ましい。この脚周り伸縮材を配置することによって、脚周り開口部に伸縮
性に富むギャザー（レグギャザー）を形成することができる。従って、脚周りに隙間が形
成され難くなり、脚周り開口部からの尿漏れを効果的に防止することができる。また、脚
周り伸縮材を配置すると、吸収性物品を交換する際に吸収体の両側で脚周り伸縮材が収縮
するため、股下部近傍が椀状に変形し、凹部が形成される。このため、尿や体液がその凹



(15) JP 5033750 B2 2012.9.26

10

20

30

40

50

部に溜まり、尿や体液をこぼすことなく、容易に吸収性物品の交換を行うことができる。
【０１０１】
　脚周り伸縮材は、既に上述したウエストバンドの帯状体が有する伸縮材と同様のものを
同様に用いることができる。
【０１０２】
　例えば、図９に示す吸収性物品１００は、吸収性本体５５の長手方向に沿って、直線的
に、糸ゴムからなる二本の脚周り伸縮材５９を配置してレグギャザーを形成した例である
。なお、脚周り伸縮材は、必ずしも直線的に配置する必要はなく、例えば、吸収性本体の
脚周り開口部のカーブに沿って曲線的に配置してもよい。
【０１０３】
　なお、本発明の吸収性物品は、ウエストバンドの着用者が接する面（接触面）に、吸収
性本体を固定してもよいし、着用者の着衣側の面（着衣面）に吸収性本体を固定してもよ
い。接触面に固定すると、交換が容易であり、着衣面に固定すると、吸収性本体が何かに
引っかかった際に容易に外れてしまうことを防止することができる。
【０１０４】
［３］吸収性物品の着用方法：
　本発明の吸収性物品は、体位変換が容易でない着用者に好適に用いることができる。体
位変換が容易でない着用者は、側臥位のままで交換を行うため、その着用手順の一例を以
下に説明する。まず、ウエストバンドの着用者に接する側の面が上面になるように配置す
る。次に、ウエストバンドの、吸収性本体が固定されていない側の端部を、着用者の一方
の脇腹とシーツの間に通す。このとき、図４に示すウエストバンド１０ｄや図６に示すウ
エストバンド１０ｅを用いると、容易に端部を通すことができる。
【０１０５】
　次に、着用者の脇腹とシーツの間に通したウエストバンドの端部を、ウエストバンドの
帯状体に付した第一の目印が着用者の脇腹付近に位置するまで引っ張る。次に、ウエスト
バンドの両端部を着用者の他方の脇腹で係合させる。次に、両端部を係合させたウエスト
バンドを腹側まで移動させた後、吸収性本体を、着用者の股下を通し、吸収性本体の端部
をウエストバンドの非収縮領域に固定する。その後、吸収性本体の端部を被覆シートによ
って被覆する。このようにして本発明の吸収性物品を着用者に着用させることができる。
【０１０６】
［４］吸収性物品の製造方法：
　本発明の吸収性物品の製造方法を、図１２に示す吸収性物品１０１を製造する場合を例
示して説明する。
【０１０７】
　まず、ウエストバンド１０ｆを製造する。ウエストバンド１０ｆを製造するには、まず
長尺状の不織布を用意する。次に、この不織布を短手方向に４等分したときの、上記不織
布の短手方向の一方の端部に最も近い位置にある境界線を含む境界部分にホットメルト接
着剤を塗布する。このとき、非収縮領域１５となる部分は、ホットメルト接着を塗工しな
いようにする。次に、不織布の、上記一方の端部側の部分に、不織布の長手方向に沿って
伸縮材１２を、伸張状態で配置する。次に、不織布の長手方向の中心軸を基点にして、上
記不織布の短手方向の他方の端部側の部分を折り返して、上記伸縮材１２を配置した一方
の端部側の部分と重ね合わせて接着固定して尺帯状体を得る。得られた尺帯状体の幅は、
具体的には１２０ｍｍとすることが好ましい。
【０１０８】
　次に、得られた尺帯状体のうち、ホットメルト接着剤を塗布していない部分、即ち、非
収縮領域１５となる部分を、エンボスロールで加圧及び加熱処理して、非収縮領域１５と
なる部分の伸縮材１２をカットする。このようにして非収縮領域１５を形成して、２枚の
不織布に間に伸縮材１２が介装された長尺帯状体を得る。
【０１０９】
　次に、得られた長尺帯状体の一方の面（ウエストバンド１０ｆの着用者側になる面）に
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、あらかじめ孔が設けられた不織布を貼りあわせる。次に、インクジェットプリンターに
よって長尺帯状体の上記一方の面に、直線状の目印（第一の目印３０）を複数印字すると
ともに、長尺帯状体の他方の面に半円の目印（第二の目印３１）を複数印字する。次に、
長尺帯状体の他方の面（ウエストバンド１０ｆの着衣側になる面）で、第二の目印３１の
両脇に長方形状の係合部６０を付設する。
【０１１０】
　次に、長尺帯状体の上記一方の面に設けられた複数の第一の目印３０のうち、隣合うも
のの中間位置よりも５ｍｍ程度下流側に長方形状のフック材２０を付設する。次に、長尺
帯状体の上記一方の面に設けられた第一の目印３０の中間より、５ｍｍ程度上流側の位置
で、長尺帯状体の上記他方の面に長方形状の係合部２１を付設する。
【０１１１】
　次に、長尺帯状体の上記一方の面に設けられた第二の目印３１の位置と同じ位置、即ち
、長尺帯状体の長手方向の同じ位置に底辺の略三角形（略Ｖ字状）の切り込みを入れる。
この切り込みは、不織布を折り返した際に基点となる中心軸とは反対側の端縁側に形成し
、この端縁から３０ｍｍの高さ（長尺帯状体の短手方向の長さ）、２０ｍｍの底辺（長尺
帯状体の長手方向の長さ）である。
【０１１２】
　次に、長尺帯状体を、係合部２１とフック材２０の距離のうち、その距離が短い方の部
分で切断して帯状体１７を得る。
【０１１３】
　なお、ウエストバンド１０ｆの組立順番は、上述した順番通りでなくてもよく、前後し
ても構わない。
【０１１４】
　次に、吸収性本体１５５を製造する。吸収性本体１５５を製造するには、まず、バック
シートの材料となる長尺のバックシートを用意する。次に、この長尺バックシートの表面
に、親水性シートに包まれた吸収体を積層するとともに、この吸収体の両脇に脚周り伸縮
材を配置する。次に、吸収体を覆うようにトップシートの材料となる長尺のシート材を積
層して長尺積層体を得る。
【０１１５】
　次に、立体ギャザー用の長尺の撥水性シート材を、一方の端部を折り返し、その折り返
し部分に、２本の立体ギャザー用伸縮材を挟み込んだ状態で貼り付けて、長尺撥水性シー
ト材を得る。次に、得られた長尺撥水性シート材を、立体ギャザー用伸縮材を内側にして
、上記長尺積層体の吸収体の両脇に配置した後、トップシートと固定する。
【０１１６】
　次に、バックシートより外側に延出した部分は、バックシートの裏側に折り返して固定
して長尺吸収性本体とする。次に、この長尺吸収性本体に、ウエストバンド１０ｆと固定
するためのフックテープ６３を取り付けてフック付き長尺吸収性本体を得る。フックテー
プ６３は、テープ状基材に吸収性本体用フック材が貼り付けられたものであり、吸収性本
体の長手方向の両端部の両脇に４箇所それぞれ付設されるものである。フックテープ６３
は、加工機内で引っ掛かるなどのトラブルを防ぐために、内側、即ち、立体ギャザー用シ
ート側に折り返して仮固定されることが好ましい。次に、得られたフック付き長尺吸収性
本体を、各吸収体の間で切断して吸収性本体５５を得る。
【０１１７】
　なお、バックシートには、あらかじめ、長手方向の長さが等しい間隔で、第三の目印６
２を印刷しておくことができる。この第三の目印を付設すると、第二の目印３１との位置
合わせが容易になり、また、フック付き長尺吸収性本体を切断する際に、第三の目印６２
を目印としてその位置で切断することができるため、切断が容易になる。
【０１１８】
　以上のようにして、ウエストバンド１０ｆと吸収性本体１５５を製造した後、吸収性本
体１５５の長手方向の一方の端部または両端部を、ウエストバンド１０ｆの非収縮領域１
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【産業上の利用可能性】
【０１１９】
　本発明のウエストバンドは、体位変換が容易でない着用者が使用する吸収性物品のウエ
ストバンドとして好適に用いることができる。また、本発明の吸収性物品は、体位変換が
容易でない着用者が使用する吸収性物品として好適に用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１２０】
【図１】本発明のウエストバンドの一実施形態を示す平面図である。
【図２】本発明のウエストバンドの別の実施形態を示す平面図である。
【図３】本発明のウエストバンドの別の実施形態を示す平面図である。
【図４】本発明のウエストバンドの別の実施形態を示す平面図である。
【図５】図４に示すウエストバンドのＡ－Ａ’断面を示す断面図である。
【図６】本発明のウエストバンドの別の実施形態を示す平面図である。
【図７】図６に示すウエストバンドのＢ－Ｂ’断面を示す断面図である。
【図８】本発明のウエストバンドの別の実施形態を示す平面図である。
【図９】本発明の吸収性物品の一実施形態を示す平面図である。
【図１０】図９に示す吸収性物品の使用状態を示す正面図である。
【図１１】図１０に示す吸収性物品のＣ－Ｃ’断面を示す断面図である。
【図１２】本発明の吸収性物品の別の実施形態を示す平面図である。
【符号の説明】
【０１２１】
１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，１０ｄ，１０ｅ，１０ｆ：ウエストバンド、１１：不織布、１
２：伸縮材、１４：収縮領域、１５：非収縮領域、１７：帯状体、２０：フック材、２１
：係合部、２４：腹側部分、２５：背側部分、２６：吸収性本体用フック材、２７：被覆
シート用フック材、３０：第一の目印、３１：第二の目印、３５：被覆シート、３７：切
り欠き、３８：スリット、４２：接合部分、４３：凹部、４４：貫通孔、４６：ポケット
形成用シート、４７：紐、４８：開口部、５０：吸収体、５１：トップシート、５２：バ
ックシート、５５，１５５：吸収性本体、５７：立体ギャザー、５８：立体ギャザー伸縮
材、５９：脚周り伸縮材、６０：帯状体用フック材、６２：第三の目印、６３：フックテ
ープ、１００，１０１：吸収性物品。
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